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妹が手じゅつをしました。おかあさんは、妹のつきそいで入いんしたので、しばらくおとうさんと

２人きりでくらしました。

いつもなら、ごはんのじかんにだいどころからおかあさんのほうちょうの音とたきたてのごはんの

いいにおいがしてきます。そのにおいをがくと妹もわたしもおなかがぐーっとなって、まちきれなく

なります。ごはんができると、妹がおいしそうにごはんを食べて、たくさんこぼして、おかあさんと

おとうさんとわたしがわらいます。みんなで今日はなにがあったか話をします。でもさいごは、おし

ゃべりばっかりしてないで早く食べなさい、とおこられます。

妹とおかあさんがいない食じは、いつもよりしずかで、あっというまに食べおわってしまいました。

おなかはいっぱいになっても、妹がしんぱいで、さみしくて、気もちはいっぱいになりませんでした。

しばらくして、妹とおかあさんがかえってきました。だいどころからたきたてのごはんのいいにお

いがしてきました。妹もわたしもおなかがぐーっとなりました。元気になった妹がおいしそうにごは

んを食べて、たくさんこぼしているすがたを見て、わたしもおかあさんもおとうさんもわらいました。

たくさん話をして、早く食べなさいとおこられました。たのしくて、うれしくて、おなかもいっぱい

になって、気もちもいっぱいになりました。おいしいごはんはみんなで食べるともっとおいしくなり

ます。かぞくがあつまって、おいしいごはんをいっしょに食べると、こころがつながります。これか

らもかぞくみんなのえがおの食じを大せつにしたいです。

えがおの食じ
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